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i@tu+u+ jujp 1u = 0; (t; x) 2 R Rd; (1)
u(0; x) = 0; x 2 Rd: (2)














は定在波の中で作用が最小のものを言う．ここで，方程式 (1) の解 u(t; x) が定在
波とは，周波数 ! > 0に対し， u(t; x) = ei!t'(x) と表せる (1) の非自明解のこと
である．関数 ei!t' が (1) の定在波であることと ' が定常方程式
 '+ !'  j'jp 1' = 0; '(x) : Rd ! C
の非自明解であることは同値であり，基底状態は球対称かつ正値であることが知ら
れている．さらに，



















（ 続紙 2 ）
これら基底状態の変分法的特徴付けとKenig and Merleの最小爆発解論法を使い，
Fang, Xie and Cazenave (2011)とAkahori and Nawa (2013)により，初期値 u0が






すとき，K(u0) < 0なら解は有限時間爆発し，K(u0)  0なら散乱することを証明
した．作用の大きさの条件に現れる l!を 2l!にすることができた理由は，最小化問






















Fang, Xie and Cazenave (2011)や Akahori and Nawa (2013)の論法を基底状態と
は異なる対称性を持つ関数空間に適用することによって，その空間に属する解に
対しては基底状態の作用を超えても大域挙動が分類・決定できることを証明した．
この証明は，定在波の変分法的特徴付けに関する深い考察と，最近進展の著しい
Kenig-Merleによる最小爆発解論法の群不変バージョンを作ることの二つの部分か
らなる．いずれの部分も数学的に興味深く，当該分野において高く評価されている．
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
論文内容とそれに関連した事項について平成２９年１月２５日に試問を行った結
果、合格と認めた。
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